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ルドルフ・シュタイナーの教師教育　　　シュ

タイナーの教師観とヴァルドノレフ・アストリア

学校における教師教育

青　柳　亮　子

I、序

　日本においてルドルフ・シュタイナー（1861－1925）の思想に基づく教育実

践が注目されるようになって20余年になる。今日では，全国各地で彼の教育理

論や方法を学ぶための学習会活動が盛んに行われ，それが学校設立運動にまで

発展している地域もいくつか見られる。日本で初めてシュタイナーの教育理

論・方法による教育（以下，これをヴァルドルフ教育，そしてヴァルドルフ教

育を実践する学校をヴァルドルフ学校と呼ぶ）の実践を行う教育施設としてス

タートした三鷹市の東京シュタイナー・シューレは，10年の歴史を持つ学校と

なった。

　rその学校は歓迎されその思想は敬遠される」1という西平直の言葉は，ヴァ

ルドルフ教育への関心の高さと研究の立ち遅れ，とりわけ教育思想史における

研究の停滞という矛盾状況をも言い当てている。シュタイナーの教育思想に正

面から取り組み，それを外に向かって語ること，そしてそれが一種の立場表明

となることへの警戒感，さもなくば，公教育の現場に生じている問題状況を，

シュタイナーの教育理論によって克服しようとする姿勢，このいずれかが，従

来のヴァルドルフ教育研究の大勢を占めていた。後者のスタンスをとる研究に

よって，シュタイナーの著作や講演などの資料をもとに彼の教育理論が徐々に

明らかにされてきた。その学問的貝献はしかし，彼の理論がその意図どおりに

展開していったことを前提としており，実践の担い手となった人々には光が当

てられず，シュタイナーと彼らとの関係についても明らかにされてこなかった。

　ここでは，シュタイナーの教育思想の実践の担い手がいかに育てられるか，

つまりヴァルドルフ教育の教師教育について検討したい。ヴァルドルフ教育で
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は，公的な機関によちない独自の教員養成を行っている。それは次の点で，ヴァ

ルドルフ教育が教員養成の自由の意義を認め，重視しているからである。まず，

ヴァルドルフ教育におけるカリキュラムや教授法の特殊性・自律性を維持して

いくための人材育成として，また，独自の機関で教員を養成し，学校自らが任

用をまったく自由に行うことによる，学校経営上の自律性の保持として，そし

て，r共和主義的」に教育を営んでいくためのコレギアートの育成としての意義

である（ドイツのヴァルドルフ学校は，州によってその割合は異なるものの，

ほとんどの場合公的な財政援助を受けている。そのため，教師蓼育の自由は，

学校経営上の自律性において，より一層大きな意味を持っている）。現在の課題

は，シュタイナーの教師観とジュトゥットガルトに1919年9月に設立された

ヴァルドルフ・アストリア学校のための彼自身による教師教育，および今日の

ドイツのヴァルドルフ教育実践のための教師教育に注目し，現代の教師教育に

おいて彼の思想がどのように受けとめられ，解釈され，展開しているか，そし

て教師たちがどのような問題に直面しているかを明らかにすることであるが，

本論ではまず，シュタイナーが教育理論と教授法のさまざまな要素を獲得する

原点となった彼自身の教師体験と教師観，およびジュトゥットガルトにおける

彼の教師教育について検討する。なお，後に述べるように，シュタイーナーの教

師教育は教員養成で完結するものではなく，教員会議における話し合いや自己

啓発によって教師自身が常に成長していくことが要求され，その意味で子ども

への教育と重なり合う部分もあった。したがって本論では，教師教育を教員養

成に限定せず，現職教育や自己啓発活動をも含む生涯教育，成人教育として扱

う。

皿、シュタイナーの教師観

1．シュタイナーの教師体験

（王）ウィーンにおける家庭教師の活動

　シュタイナーはすでに実科学校時代に，学業の優秀さを認められて，15歳

の頃から補習教師の仕事を与えられていた。しかし，最初の決定的な教師体験

は，ウィーン工科大学時代に指導教官カール・ユリウス・シュレーアー

（1825－1900）から紹介された，ある発達遅滞児の家庭教師の仕事によるもので

あった。シュタイナーが教えることになったシュペヒトという家庭の4人の子
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どものうち，当時！0歳の末息子オットーは，水頭症を患っており，知恵遅れの

ため，他の3人の息子に比べて特別の配慮を必要とする子どもであった。シュ

タイナーがオットーを教育するにあたって見出した課題は，r微睡んでいる能

力を覚醒させること」2であった。間もなくシュタイナーは少年の信頼をかち

えることができた。少年の肉体的・心的な状態に常に配慮しながらほんの30

分ほどの授業を行うために，適切な教材を考案し授業方法を検討するといった

準備にシュタイナーは2時間を費やさなければならなかった3。シュペヒト家

におけるシュタイナーの仕事ぶりを，例えば彼の用いた教材などから判断する

ことはできない。だが，彼自身が「私は，教育と授業が，真の人間認識に基礎

を置く，1つの芸術になるべきだと悟った」4と後に語っていることから，シュ

タイナーはここで彼が行った教育実践を自身の教育思想の原点と考えていたと

言うことができる。あらかじめ画定された人間像に合わせて硬直したカリキュ

ラムを定め，人問を外側から作っていくことを拒否し，人間認識からつむぎ出

された方法によって教授活動を展開していったのである。

　シュタイナーの献身的な努力により，オットーは2年間で小学校のカリキュ

ラムに追いつくまでになった。医学治療によるものか，あるいは心的状態の良

好な発育によるものかは分からないが，肉体上の健康状態も好転した。「他の子

どもたちとの共同生活」5を経験させるために公教育の場にオットーを送り込

んだ後も，シュタイナーは引き続き彼の家庭教師にとどまった。少年がギムナ

ジウムに入学したころにはシュタイナーの仕事は大分軽減され，授業の補習を

すればよいだけになっていた。オットーはやがて医学の道を志し，第1次世界

大戦に医師として従軍して戦死した。

（2）ベルリンの労働者養成学校

　シュタイナーが，苦学生時代のアルバイトとしてではなく，ものを教える行

為自体に直面し，継続的に取り組んだのは1899年になってからであった。社会

民主主義者ヴィルヘルム・リープクネヒトの創設したベルリン労働者教養学校

から，講師として招璃されたのである。依頼があったのは，「歴史」と「話し方

（Redeubung）」の科目の講義であった。この学校では，当時国民経済学，歴史，

法学，自然史，話し方の講義が行われていた6。

　彼は，プロレタリア階級出身の，男女の青年労働者に教えることができる機
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令を得たことを喜んでいたが，「粗雑きわまりない唯物論」7による歴史観を

「弄ぶ」気は全くなかった。この件に関して，シュタイナーは「（マルクス主義

の観点によらない歴史観をもって講義するという条件を提示してもなお）私に

授業をしてほしいという要望は取り下げられなかった」8とだけ述べている。

　当時シュタイナーの講義を受けた学生が残した手記によると，既に他の講師

たちが行っていた講義に比べて，彼の講義が非常に新鮮な印象を与えたらしく，

次のような声も上がったという。「…講義が終わると，学生たちは興奮しなが

ら，活発に話し合った。その中の一人で，特に活動的な，しかもとても頭のよ

い男性の同志が，私のところにやってきて，ある種の喜びをもってこう言った。

『まあ，たしかに唯物論的史観じゃなかったけれど，面白かったじゃない

か』」9。この歴史の講義において，シュタイナーはある戦略を用いた。彼は，

自身の歴史観を労働者たちに抵抗なく伝えるために，自分は唯物論と全面的に

対決しているわけではない，と知らせ，労働者たちを安心させたのである10。

また，「労働者階級の『指導者たち』は，最初，学校の中味に全く無頓着だった」

ため，学校の上層部から圧力をかけられることもなく，彼は思うように授業を

展開することができた1！。

　学生の手記は，シュタイナーと学生たちがどのような関係にあったかについ

ての貴重な証言となっている。まず，上のような授業方法の副産物なのか，学

生の側には，シュタイナーが「社会主義者（SoziaIist）」であるという認識が，

彼の就任以前にはあったようだ12。彼の講義を聞いた後は，前述のように彼が

唯物論的史観と異なる歴史観を持った教師であることを学生たちは理解したわ

けであるが，そのことで彼が学生の支持を失うということはなく，むしろ反対

であった13。

　　「話し方」の授業では，架空の選挙の立会演説会を設定して，ディベートの

ようなことをやらせていた。異なる政党の代表の役を学生に割り当てて，それ

ぞれの党の主張を述べさせるのである。また，詩の朗読の仕方なども教えてい

た。歴史の講義にくらべ，「話し方」の授業の方が，教師と学生がより密接な

かかわりを持つ機会が多いであろうということは，容易に想像がつく。穏やか

な言葉を使って学生の朗読の弱点を指摘したり，吃音の学生をからかった別の

学生を激しく叱責するなど14，単なる一方通行の授業では見られないシュタイ

ナーと学生との交流の様子を，この科目の講義において垣間見ることができる。
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また，講義の時間以外にも，遠足やシュタイナー宅への訪問など，学生たちと

シュタイナーの歓談の機会もあった15。

　シュタイナーと学生たちの関係が変わり始めたのは1902年ぐろからであっ

た。労働者の教師であるシュタイナーが，徐々に神智学協会へ接近していくこ

とに，学生たちは強く動揺した16。シュタイナーが当時の社会主義運動につい

て，「私の印象では，もし当時かなりの数の偏見のない人たちが，関心を持って

労働運動を追求し，理解を持ってプロレタリア階級と接していたら，この運動

は全く違った展開をみせたに違いない」17と述べていることからも，彼がその

ころ行われていた労働運動に否定的な見解を持ちつつも，労働者階級自体には

大きな可能性を見出していたことがうかがわれる18。しかし，斬新な講義に

よって人気を集めたシュタイナーの労働者に対する思いは，労働者たちには必

ずしも完全には伝わらなかった。労働者たちにとっては，同一人物，それも非

常に信頼をおいていた師が自分たちに歴史や話し方の講義をし，神智学会で超

感覚的世界について講演をするということが，理解を超えた状況であったのだ

ろう。学生たちの動揺の大きさが，それまでのシュタイナーに対する信頼感と

尊敬の深さ，そして依存心を物語っている。

2．シュタイナーの教師観

（1）精神生活としての教育における自由と連帯性

　前節で述べたように，シュタイナーは子どもへの教育，障害児への教育，成

人教育の経験を30代までに重ねているが，ベルリンの労働者教養学校での教職

を含め，いずれの場合も彼自身は自律的な立場にあり，授業内容や教材，教授

法に関する自由を有していた。

　しかし，ヴァルドルフ・アストリア学校の設立に臨み，シュタイナーはそれ

だけでなく，学校が国家の統制や州の文化政策工9など，あらゆる上からの管理

から自由な教育施設となることを目指した。彼は第」次世界大戦が社会にもた

らした混乱の原因を究明し，社会改革構想として「社会有機体三層化」の理念

を提案した。この構想では，次のような問題が指摘された。まず，当時の人々

が人問の精神生活の領域を政治・法の領域と混同していること，つまり「学問・

教育の自由」が叫ばれていながら，教育は国家が行なうものと考えられていた

矛盾状況である20。また，当時の労働者階級による運動の後ろ盾となっていた
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思想家たちが，あらゆる思想や学問，芸術などを，経済生活の反映にすぎない

としていたことに対しても，「人間の精神が経済生活を支配しているのであ

る」2王と異議を唱えた。

　国家にとって有能で従j1頃な人材の生産装置としての学校，あるいは大きな経

済機構における労働力養成施設としての学校の代わりに，このいずれの機構に

も教育課程を規定されない学校をシュタイナーは思い描いていた。ベルリン時

代に彼は学校のモチーフである労働者運動のリーダーとなる人材の育成とは離

れた形で教授活動を行なっていたが，自らの理念に基づく学校を設立するに際

しては，完全な自治体としての学校組織を目指したのである。

　法的・経済的機構から独立した学校の中で教育に携わる人々も，それらの機

構からいかなる支配も受けてはならないことになる。また，精神的活動として

の教育にかかわっていない者が，教育目標やカリキュラムの設定，実際の授業，

学校施設の管理や運営などにかかわることもありえない。教室の中では教師ひ

とりひとりが自らの創意を発揮しなければならないが，社会に対する自律的な

運営主体としては教員会議がひとつの完結した形態を持ち，あらゆる教育上の

問題，また学校自治における問題が決定，解決される。つまり，文化機構とし

ての学校の自由を獲得するために，教師は個の自由とコレギアートの連帯性の

両方を要求される。

（2）教師に求められる力量と姿勢

　シュタイナーは『精神科学の観点からの子どもの教育』で，子どもの教育に

必要な人間認識について述べているが，その最後の部分で，この人間認識を身

につけ，さまざまな年齢の子どもたち22に適した接し方をするために，教育者

には精神科学を学ぶ態度が必要であるとしている23。そしてそこで獲得された

人間認識からは，子どもに対するr畏敬の念」とr権威」という一見逆説的な

ふたつの要素が生じるという。

　彼が前提としている人間認識において，子どもはその誕生前まで精神的存在

として精神世界に生きていたため，地上においても精神世界から継続して精神

的次元・心魂的次元・身体的次元の重なり合った存在で生きている。そのよう

な存在として子どもを見ることができたときに，大人の申に子どもに対する「畏

敬の念」が生じ，「子どもに非常に多くのものを与えうる」24という態度に陥
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ることを防ぐ役割を果たす。

　このr畏敬の念」と相反するように見えるr権威」は，ヴァルドルフ教育に

おいて重要かつ独特の意味を持つ。シュタイナーは，教育と権威について，rも

し，前の世代の人たちを何ら尊重することがなければ，教育は正しい道のりを

たどることはありません」25と述べている。子どもの側から見ると，rこの人

のしていること，言っていることは正しいことなのだ」と子どもが思うように

なったときに，教師は子どもに対して「正しい権威」を持つことができた，と

いうことになる26。そして，子どもが何か新たなことを学ぼうとするときには，

そこに独力で近づこうとするのではなく，信頼できる大人の権威を通じて接近

しようとする。シュタイナーの考える教育者の権威は，それ自体が目的なので

はなく，子どもがやがて自我を見出し，自らの判断のもとに自立していくため

の前提となる段階を提供するものである。しかしこれは，後に述べるように，

教育者，指導者としてのシュタイナー自身が弟子たちに対して抱えていた問題

でもあったと思われる。

皿．駆け足の教員養成 2週間の教員養成講座

1．教員（候補者）の任用と経歴

　ヴァルドルフ・アストリア学校は，前述のように1919年9月に開校したが，

シュタイナーに与えられた最初の教師の養成期間は，わずか2週間であった。

学校の設立が決定したのが4月のことであり・それか弓夏までの間に・教師候

補者を募集しなければならなかったのである。

　実際には，州文部大臣とシュタイナーとの問に，新しい私立学校設立のため

の会談の機会が，5月13日に設けられている。この会談にはシュタイナーの他，

学校設立を思い立ち，単なる出資者ではなく，学校施設の整備などにまで積極

的に関与したエミール・モルト（1876－1936），および教師の候補のひとりであ

るE．A、カール・ジュトックマイヤー（1886－1963）が同席していた。ここで彼

らは文部大臣より，ヴァルドルフ・アストリア学校の私立学校としての認可を

とりつけた。シュタイナーはこの席で，教育についての自身の考えや，教員養

成に関する具体的構想を説明し，文相は教員養成に関するヴァルドルフ・アス

トリア学校の自由を確約した27。

　教員の選択，および養成についてはシュタイナーに一任されていたが，教員
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候補としての人材を実際に調査し，スカウトする役割はジュトックマイヤ』が

担い，シュタイナーが助言するという形で行われた28。実際に開校時から2年

目までにに教壇に立つことになった教師たちの経歴（表1）を見ると，学校設

立をきっかけとしてシュタイナーと知り合ったのは，モルトの知人だった女性

教師29（表1の3，以下太字は表中の番号）だけである。大半がシュタイナー

の講演や人智学を学ぶサークルに接触したのがきっかけで，かなり以前から彼

と交流があった人々であり，人智学の知識を有する一方，教職経験のない者も

いた。また地元シュヴァーベンよりむしろウィーン出身者が目立つが，彼らの

うち9と16はギムナジウム以来の親友であり，9は19の軍隊での上司でもあっ

た。高等教育において社会科学を専攻した者はひとりもなく，人文科学，自然

科学，芸術の専門家が草創期のヴァルドルフ教育に携わったことがわかる。ま

た，敗戦直後という時期との関係もあり，軍隊経験者が多いのも特徴といえる。

19のように軍隊生活の中での出会いから人智学を学ぶようになった者，27の

ように除隊になった後教職に就く者30など，個々がそれぞれの道程をたどって

はいるが，独りで，あるいは仲間との交流で，思索を深め，書物を紹介し合う

ことなどを通して教養を高める機会が軍隊にはあったようだ。また，この28

名の中に，ヴァルドルフ学校での教職に就く以前に，ヘルマン・リーツ

（1868丁1919）との親交，あるいは田園教育舎31における教職の経験のある教

師が3名（21，25，27）いたことも，指摘する価値があるだろう。
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表1ウ｝アルドルフ・アストリア学校教員の前歴等

性別 出身地 年齢 専攻 職歴
教師

o験
1 女 アレタサントー」ア（エシフト） 29歳 生物学1哲学 X

2 男 ハンブルク 37歳

3 女 ウァイリムトルフ 27歳 教師 O
4 女 ヘルリン 38歳

5 女 ブレスラウ 33歳 独文学1歴史学・哲学

6 男 アホルタ（ドイツ系アメリカ人） 28歳 大学講師 O
7 男 ウィーン 37歳 独文学一ロマンス文学

8 男 カールスルー工 33歳 自然科学全般一哲学 教師 O
9 男

ウィーン（父ハンカIト人，母

Iーストー」ア人）
28歳 軍人

10 男 ベルナウ（バルト系トイツ人） 29歳 語学教師・軍人 △

11 男 オーバ㌧ロートヴァイル 32歳 哲学・音楽 音楽教師・軍人 △

12 女 バーセル 24歳 オイリュトミー オイリュドミスト

13 女 クライルスハイム 32歳 美術工芸

14 女 カルウ 43歳 なし X
15 女 ファッラート（ハンガリー） 28歳 演劇

16 男 ウィーン 26歳
医学・化学・動物学・

N学
医師・化学者

17 男 ウ作ン 29歳 言語学・哲学 軍人 X

18 女 キーセン 25歳 O

19 男 ウィーン 22歳 数学・物理学 軍人 X

20 女 テトビンケソ 47歳 美術

21 男 ’ベル（アルザ．ス） 28歳 数学一物理学一地質学 O
22 女 ジュトゥットがルト 23歳 音楽・演劇 俳優

23 男 ブリュン（チエ］） 41歳 工学？ 高山鉄道建設

24 女 　　■}ールバツハ 26歳 教師 O
25 男 ヘルリン 39歳 美術 画家

26 男 リが（ラトビア） 32歳 神学・哲学史 教師・司祭 O
27 男 ニュルンベルク 32歳 文献学 軍人・教師 O
28 男 アンチルフインケン（スイス） 45歳 X

（DER　LEHRERKREIS　UM　RUDOLF　STEINER　IN　DER　ERSTEN

W肌DORFSCHULE；Stuttgart，1979などより作成）
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2．教員養成講座

　1919年8月21日から9月6目にわたって開講された教員養成講座では，シュ

タイナーによって，人智学に基づく人間認識についての理論的な講義である「教

育の基礎としての一般人間学」，教授内容と教授方法についてのより具体的な

r教育芸術　　　方法論と教授法」の講義，そしてr教育芸術　　　演習とカ

リキュラム」の3つの講義が，毎日午前中から夕方まで連続して行われた。

　開講前夜の8月20目に，シュタイナーはこの講座に臨むにあたって，そして

ヴァルドルフ・アストリア学校の開校に際して，将来の教師たちが心がけてお

くべきことについて話している。

　まず最初に，社会生活の三層化の理念による教育・学校の問題が語られてい

る。彼は，社会運動における精神的な事柄を革新するためのr真の文化行為（eine

wirkhche　Kulturrat）」として，ヴァルドルフ・アストリア学校を位置付け，

この文化行為の達成が教師の使命であると主張した上で，妥協の必要性にまで

言及している。32彼は，理想とする教育が，時には国家の介入等のため妥協

を強いられることを予想していた。そして，教師としての使命を果たし，なお

避けることのできない妥協をしながら教育を行っていくために，教師個人がr人

格全てを動員し」33，それぞれの力量を十全に発揮するために，ヴァルドルフ・

アストリア学校においてr共和主義的運営」を行うことを宣言する34。

　教師が人智学的な精神科学を学ぶ必要性の根拠を，シュタイナ』は「一般人

間学」の講義の冒頭で説明している。彼が，精神世界からの継続的な存在とし

て子どもを認識していることは既に述べたとおりである。そして，地上の生活

で必要とされることを教師から学んだ子どもは，その経験を眠りの際に精神世

界にもたらし，そこで新たなカを得たあと，目覚めてから地上の生活で正しく

生きることができるようになるという35。さらに，学校一で生徒にものごとを伝

達するためには，教師と生徒との間に内的な信頼感系が築かれなければならな

い。シュタイナーが，学校での教授内容とは別に精神科学に基づく人間認識を

将来の教師たちに授けようとしたのは，以上の理由からである。

　翌日から5目目までの講義では，従来の心理学に代わる新たな魂の学問が提

起される。その上で，知的なものに偏り，人間の意志を軽視した当時の教育へ

の批判から，子どもの意志に働きかける教育を主張している（第4講）。また，

人間の無意識の深層にある共感と反感の働きを明らかにし，共感と反感の均衡
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によって，人間とその環境との関係を維持しつつ意志活動が行われるようにな

ると説明される（第5講）。

　「方法論と教授法」の講義では，人間学の講義内容と関連して，人間の意志

に働きかける教育としての芸術的な授業の必要性がまず説明されている36。そ

して，人間学で言及された呼吸や眠り，目覚めのリズムがさらに詳しく解説さ

れ，人間の体内におけるリズムと天体における周期との関連付けが試みられて

いる。既に触れたシュタイナーによる子どもの認識は，ここで「受胎し生まれ

るまでの超感覚的な世界でおこったことがらを受け継ぐ」37存在と言い換えら

れ，教育をめぐる議論における人間と宇宙の関係の把握の必要性が・説かれ

た38．

　4目目には，実際の初めての授業を想定し，シュタイナーの重視する子ども

の大人に対する権威感情について説明しながら，子どもの意志形成に働きかけ

るやり方を，文字への導入を例にとって示している。この日と翌日の講義で，

彼は反復によって素描から文字へ導入していく方法を将来の教師たちに教えて

いるが，同時に，教師自らの創意の発揮と，教員会議における他の教師との協

力をとおして，授業をより有機的に展開させていくことをも促している。

　「方法論と教授法」の講義では，このように実際の授業の場面が4日目に初

めて話題になった。だが，受講者が2週間の講義を受けただけで教壇に立たな

ければならないことから，「演習とカリキュラム」の講義では，異なる気質を持

つ子どもたちへの接し方など，より具体的なことがらについて初目から言及さ

れ，決められたテーマについての各受講者による報告が2日目から行われた。

受講者が報告し，シュタイナーがそれにコメントを加え，さらに話題を発展さ

せていくという方法は，ベルリンの労働者養成学校における彼の「話し方」の

講義を想起させる。

　以上のように，ある一定の期間に注目して3つの講義を対照すると，同目に

行われた各講義が完全に相応するものにはならず，日をおいて以前の内容が別

の時間帯の講義で扱われることもあった。「一般人間学」で教育学の理論的基盤

作りを行い，そこで扱われた多少抽象的なことがらを次の「方法論と教授法」

で実際の授業方法に具体化させ，「演習とカリキュラム」で「一般人間学」で獲

得された人間認識を授業方法に生かすやり方を，一種の模擬授業を行うことで

受講者が自分のものにしていく，という具合に展開していった。講義の進め方
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はベルリン時代と共通する方法がとられ，それぞれの講義の内容を別の講義で

思い出させるようにしながら39，限られた期間の講座を効率よく進めて行こう

とするシュタイナーの意図を見ることもできる。そのような成人教育の方法が

用いられる一方で，子どもに対する教育と同様に，人間の持つリズムに乗った

形で講座は進行していったのである40。

w．開校後の継続教育

　教員会議は，当時から学校の社会的構造において非常に大きな意味を持って

いた。「校長の権限であるような，一種の独裁主義的な指導の代わりになるよう

な何かを見つけ出さなければなりません」41とシュタイナーは述べているが，

教員会議は校長職のないこの学校の最終決定機関の機能をもっていた。

　教員会議の中でシュタイナーは自分と教師たちのことを「私たち」と呼び，

ヴァルドルフ・アストリア学校のさまざまな問題を，互いに対等な関係を保ち

ながら解決していく姿勢を示している。だが，現実にはシュタイナーは開校後

もなお教員集団の精神的支柱であり，教師たちを統率する立場にあった。前述

のように，そもそも教師たちのほとんどが，学校設立以前から彼に教えを乞う

弟子であった人々である。彼は教員会議に70回出席しており，その際には，教

育活動において問題を抱える教師たちが相談事を持ちこむことが非常に多かっ

た。ユ919年8月から，ヴァルドルフ・アストリア学校開校直前に行われた教員

養成は，わずか2週間で完了し，9月7日には入学式を迎え，教師たちはすぐ

に教壇に立たなければならなかった42。教室の中で毎日のように生じる問題に

ついては，教師たち自身の乏しい経験で解決せざるをえなかった。そのような

状況下で，教員会議での教師同士の話し合い43や，シュタイナーからの助言が，

教師たちにとっての貴重な指針となった。

　たとえば，子どもの問題についてはシュタイナーも教師たちも個別のケース

ごとに対応していたため，個々の子どもに関する話題が教員会議に上ることが

しばしばあった。

　開校1年目，6年生のクラスに癩病の男の子が編入されていたが，病気のた

め長期欠席を余儀なくされていた。担任教師はこのことを報告し，この生徒に

はもういちど6年生をやらせたいと発言した。シュタイナーはこれに応えて，

r彼にはもういちど6年生をやらせたほうがいいと思います。一般的には留年
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には慎重でなければなりませんので，彼の場合には両親と話し合う必要があり

ます」と，この学校には稀な留年を容認する発言をしている。親の抵抗を予想

し，話し合いを億劫がるこの教師にシュタイナーは，あの子の父親は，正直で

はないが分別のある人物だから，母親でなく父親と話し合いなさい，と説得の

「戦略」まで授けている44．

　1922年10月には，発達遅滞児の男の子の問題が話し合われている。彼につ

いては留年，あるいは補助クラスヘの移行が検討されていた。親の承諾を得た

ため，シュタイナーや他の教師たちは，補助クラスにこの男の子を移そうとし

たが，担任の女性教師は彼を自分のクラスで教育することを希望し，補助クラ

スヘ移すことを渋った。シュタイナ』は，どうしても彼女がこの男の子を手元

に置いておきたいのであれば，そのようにする権利を彼女が持っているという

ことを確認した上で，「私たちが教育的に彼を助けてやれる方法がみつかるな

らば，それをした方がよい」という言葉で，やんわりと彼女を説得してい

る月5。

　このような事例を2，3取り上げただけでもわかるのは，個々の子どもに関

するかなり綿密な話し合いが，その生徒に直接授業をする機会のない他の教師

も参加している教員会議で行われていたということである。このような話し合

いに至るまでには，ひとりひとりの子どもについて，その性格や学習状況だけ

でなく，健康状態や，場合によっては子どもの両親にまで観察が及んでいなけ

ればならないことになる。8クラス256人の生徒でスタートしたヴァルドルフ・

アストリア学校は，1923年春には21クラス687人の生徒を抱えるまでになっ

ており46，毎回の会議をこのような密度でこなすのは容易なことではなかった

であろう。また，同じ期間に教師の数も12人から39人に増えており，彼らの

教師役であったシュータイナーの負担も大きくなっていたであろうと想像される。

　シュタイナ』は学校設立後も，講演活動を生活の中心としていたが，およそ

3年半後の1922年4月にハーグで行った自らの講演チクルスには6名の教師を

同行させ，彼らにも講演の機会を与えている。ベルリンでの「話し方」の講義

のように，この会議でもシュタイナーが教師を称賛，あるいは叱責する場面が

ときおり登場するが，1921年9月に「この教師団は相互に内的・学問的な経験

を分かち合うことを通して，精神的な諸力を有している」47という言葉を発し

たこの頃から，彼は教員会議を中心とする教師教育の一定の成果を見出してい
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だのであろう。学校における自らの教育実践について，あるいは学校の中で自

らが直面した問題から獲得した学問的知見についてといった具合に，6名はそ

れぞれのアプローチで講演を行った。いずれも教授活動の傍ら，または教授活

動を通して，赴任以前からの専門分野に関する知識や思想を発展させていたこ

とがうかがわれる48。この時代の教師たちの著書には現代のヴァルドルフ学校

の教師に読まれているものも多く，個々の教師の教材研究の参考書や教師・父

母向けの教育講習会のテキストに選ばれることもある。

　現代のヴァルドルフ学校の教師は，現職教育・自己啓発，教材研究のための

様々な機会や資料を手にする二とができる。今日，シュタイナー自身の著書や

講義録の他，ヴァルドルフ学校の教師たちによる教科教育法や教材例，学校経

営などに関する様々な著書が刊行され，それらの書物は，一般の書店や，たい

ていの場合ヴァルドルフ学校に併設されている書店で購入することが可能であ

る。加えて，毎年夏には，ヴァルドルフ学校教師のための全国大会49が行なわ

れ，そこでドイツ国内の学校で行なわれている教育実践報告を聴講し，議論を

することができる。そのような資料や研修機会を与えられていなかったヴァル

ドルフ・アストリア学校の教師たちにとって，教員会議はまさに現職教育の場

であったと言える。

V．結（今後の課題）

　ヴァルドルフ・アストリア学校6年目が始まる頃，シュタイナーは教師たち

ド向かつてこう呼びかけたr私の最高級の生徒たち・すなわち親愛なる先生

方！（‘MeineSch領1ervonderhδchstenKIasse，dashei胱1iebeLehrermd

Lehrer1menl“）」50。この“Schu1er”という言葉には二とおりの響きが聞き

取れる。ひとつはシュタイナーの教え子，弟子の意味，もうひとつは常に学び

続け，変わり続ける人間の意味である。彼に直接教えられ，影響を受けた当時

の教師たちには，“Schu1er”が前者の意味でより強く響いたに違いない。だが

それだけではなく，『自由の哲学』以来シュタイナーが絶えず訴えていたこと，

つまり，各人の獲得した認識が行動に結びついて，初めて社会を変えることが

でき，またそれを目指すべきであること　　　教育者としてのシュタイナーが

ウィーンでもベルリンでも，そして精神科学的な認識探求の指導においても達
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戒しえなかった段階にまで到達できたというシュタイナーの実感が，上の呼び

かけにも表れているのではないだろうか。「社会有機体三層化」の理念を1917

年から講演活動で訴え始めたものの，ドイツ社会に大きなインパクトを与えら

れずに終わった後，社会を変え得る人材を初めて育てることができた，という

自負心の表れではないだろうか。

　教育史，教育思想史の文脈の中でヴァルドルフ教育の思想が実践でどのよう

に展開されているかを教師の面において描き出すためには，rヴァルドルフ学

校の教師になること」「ヴァルドルフ学校の教師であること」の意味内容が，

シュタイナーを指導者として持っていた1919年当時の教師たちと現在のそれ

とで異なったニュアンスを持っていたとするならば，それを明らかにする必要

がある。また，ヴァルドルフ・アストリア工場の従業員とアンドロポゾフィー

の子どもを主な対象としていたヴァルドルフ・アストリア学校と現代の学校と

では，社会状況や父母の要求する内容にも相違があると考えられる。このよう

な視点から現代のヴァルドルフ教育における教師教育を検討することを今後の

課題としたい。

1酉平直著「シュタイナー入門」講談杜現代新書，1999年，7ぺ一ジなど

2Rudolf　Steiner：Mein　Lebensgang；Dornach，1967，S．78

3SteineT：Mein　Lebensgang；S．79

4　Steiner：Mein　Lebensgang；S．79

5　Steiner：Mein　Lebensgang；S．79

6WemerWendorff：Schu1e　undBi1du㎎inderPo1itikvonWilhe1m　Liebkn㏄ht；

S．247

7Steiner：Mein　Lebensgang；S．280

宮　Steiner：］Mein　Lebensgang；S．279

9Johama　M廿。ke：Erinnerungen　an　RudoIfSteiner　aus　denJahren1899－！904；

Basel，1989，S．！4

王〇@Steiner：Mein　Lebensgang；S．280

11@Steiner：Mein　Lebensgang；S．28ユ

12Wendorff＝Schu1e　und　Bi1dunginderPo1itikvonWi1he1mriebkn㏄ht；BerIin，

1978，S，247

13 w生のひとり，ヨハンナ・ミュッケの記憶では，当時の幹部会議事録の末尾に

は常に以下のようなくだりがあったそうである：「出席者は，同志ランメ，同志ケー

ニヒス，その他，およびシュタイナー博士」。彼女は，彼（シュタイナー）に対して

同志という呼称を使いたかったのだが，と述べている。また，シュタイナーがドイ



46 一橋研究　第24巻3号

ツ人でないために議員になれないことを学生たちは残念がっていたそうである。

Mucke：Erinnerungen　an　Rudo1f　Steiner　aus　den　Jahren1899－1904；S．20－21

14M枇ke：E正inne■ungen　an　Rudo1f　Steineエaus　den　Jahエen1899－1904；S．22

15ミュッケは，遠足の折に学生たちがシュタイナーと並んで歩きながら人生観に

ついて話し合い，彼にから助言を受ける場面を記憶していた。Mucke：Erimerungen

an　Rudo1f　Steiner　aus　den　Jahren　ユ899一ユ904；S．18－19

16シュタイナ」は神智学協会の会議に出席するために1902年の夏に英国に訪れた

が，ルードルフによるとこの旅行からベルリンに帰ってきた後，服装や容貌，話し

方などに大きな変化が見られたという。A1win刈fredRudo1ph：Erinnerungenan

Rudo1fSteine川nd　seine　Wirksamkeit　an　deエArbeiterbi1dungsschu1e　in　Ber1in；

Base1．1989，S．92－93

また，シュタイナーにより強い信頼感を寄せていたミュッケは，「シュタイナーの変

化についてはっきりさせようと試みた」と述べている。しかしその彼女も，シュタ

イナーの講演を聴いて興奮した仲間の「考えてみろよ，シュタイナー博士が神智学

者になっちまったんだ！」という叫びを記している。Mucke：Erinnerungen　an

Rudo1f　Steiner　aus　den　Jahren　1899－1904；S．24－25

17Steiner1Mein　Lebensgang；S．282。彼は労働者のr指導者たち」が，彼の独特

な授業方法について聞き，彼らが「生徒たちの意志に反して」自分を追放させよう

とした，と述べている。彼の態度や話しぶりが変化したことに対する学生たちの戸

惑いや反発には気づいていなかったようだ。

1宮シュタイナーは賃金交渉や各種福祉施設の建設などの例を挙げ，労働運動の「威

力」は認めていたが，それが精神的領域を関わりを持たない限りは，社会に本質的

なインパクトを与えることはできないと考えていた。Steiner：MeinLebensgang；

S．282

19とりわけ12年一貫制のヴァルドルフ学校と13年制のドイツの公教育の非整合

性，および生徒の大学入学資格取得に際しての不利益に関してはどの地域の学校に

おいてもしばしば問題になる。

20シュタイナーは，精神生活の領域で「美的，宗教的あるいは科学的な世界観」

には自由が与えられていると指摘している。しかしこの分野が影響を及ぼすことが

できるのは悟性や心情であり，教育のように現実社会に対するインパクトは持って

いないと考えていた。ルドルフ・シュタイナー著／西」■1隆範訳『シュタイナー　芸

術と美学』1995年平河出版社，ユ3ユー132ぺ］ジ

21「社会有機体三層化」の理念ではしばしば法・政治生活，経済生活，精神生活そ

れぞれの自律性が唱えられているとされるが，この言葉からは，むしろ経済生活に

対する精神生活の上位性をシュタイナーが強く意識していたことがうかがわれる。

22 買@ルドルフ教育では，歯牙交代と性的成熟を境界として，しばしば誕生から

成人までの21年間を7年ずつの段階に分けて捉える。最初の7年間は幼児教育，次

の7年間はヴァルドルフ学校でクラス担任による主要科目の教育を受ける時期とほ

ぼ重なる。

23Rudo1f　Steiner：Die　E■z｛ehung　des　Kindes　vom　Ge富icht昌punkte　deT
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Gei昌teswis昌ensohaft，in：Die　Erziehung　des　Kinde昌アDie　Methodik　des　Lehrens；

Dornach，！96エ，S．50

24ルドルフ・シュタイナー著／『シュタイナー教育の基本要素』イサラ書房，1996

年，55ぺ一ジ

25Rudo1f　Steiner：1≡：rziehungskunst．Methodisch－Didaktische昌；Dornach，1975，

S．53

20 蜷lが子どもに対して正しい権威を持ち，子どもがそれを感じることを，ヴァ

ルドルフ教育ではr権威感情（Au七〇エit批sge冊hl）」と呼んでいる。教師と生徒との

間のこの権威関係を非常に重視していたシュタイナーは，教師と生徒の間の上下関

係を排し，社会組織において対等な成人同士と同様の関係を持ちこもうとしたとし

て，当時のロシアの学校計画をかなり強い口調で批半1」している。Rudo1fSteiner：Die

Erziehungsfrage　a1s　sozia1e　Frage；Dornach，1960，S．20

27Emi1Mo1t：Entwurf　meiner　Lebensbeschreibung；Stuttgart，1972，S．204

2宮ジュトックマイヤーに対してシュタイナーは「アンサンブルを共に追求する演

劇プロデューサーのように（務めなさい）」と助言したという。JohannesTau七z：

Lehrerbewu胱sein　im20．Jahrhundert；Freibu㎎，1995，S－28
2畠 J校時に赴任した教師の中では唯一の地元（シュヴァーベン〕出身者であった。

教職経験者であるということで招璃され，この教師団においては例外的に人智学に

関する予備知識およびシュタイナーとの交流がなかった。

30 }は片足切断の重傷を負い，除隊してすぐに田園教育舎の教職を経た後，ヴァ

ルドルフ学校の教師になっている。

31リーツの理念に基づき，自然環境に恵まれた田園で，寄宿制学校によるまさに

全目制の入間教育を行っている学校。とくに教師21はワンダーフォーゲル運動とそ

こから発展した自由ドイツ参加運動に参加しており，それらの運動の理念を彼なり

に実践しようとする意志から，リーツの死までの2年間，田園教育舎の教師として

リーツの下で働いた。単にヴァルドルフ学校と田園教育舎という，同時代における

新教育の2つの実践というだけでなく，社会思想史，青年運動史の観点からも興味

深い事実である。

32 @「妥協は不可避なのです。なぜなら私たちは，本当に自由に行動するところま

では来ていないからです」RudolfSteiner：刈1gemeine　Menschenkmde　a1s
Grund1age　der　P註dagogik；Domach，！975；S．13。またr私たちは2つの矛盾する

力を一つに結びっけなければなりません。一方では私たちの理想が何であるかを

矢口っていなければなりません。けれどももう一方では，その理想からはるかにかけ

離れているものに対しても適応することができるだけの柔軟性を持っていなければ

なりません」同上。現役のヴァルドルフ学校の教師も「妥協」という言葉をしばし

ば口にする。

33Steiner：A11gemeine　Menschenkunde　a1目Grund1age　der　P鮒agogik；S．14

34r校長の指導のかわりとなるべきものを身につける」という言葉をシュタイナー

は用いている。S七einer：州1gemeine　Men昌。henkunde　a1s　Grundlage　der　P鮒agogik；

S．！4
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35@Steiner＝Angemeine　Menschenkunde　aIs　Grundlage　der　P身dagogik；S．26

30Steiner：Erziehungskunstl　Methodi昌。h－Didaktisches；S．10

37Steiner：1…】rziehungskun昌t．Methodisch－Didaktisches；S．33

3島Steiner：趾ziehung富kunst．Methodisch－Didaktisches；S．30－34

39Steiner：Erziehungskunst．Methodi昌。h－Didaktisches；S．23

40この方法は，シュタイナーはすでにウィーンでオットー・シュペヒトに対して

用いていた。ヴァルドルフ教育の大きな特徴のひとつであるエポック授業（主要科

目を一定期間集中して学ぶ方法）に通ずる方法である。

41 r注34を参照のこと。
42 Z舎内の準備が整っていなかったことから，授業開始は9月！6目にずれこんだ。

43学校設立時のメンバーではなく，数ヶ月ないし数年経過してから力団わった教師

でも，比較的年配（40代以上）であったり，教職経験が豊富であったりすると，す

ぐに他の教師から頼りにされる存在になったようである。GiebertHusemannu．

Johannes　Tau七z　hrsg　DER　L亙HRERKREIS　UM　RUDOLF　ST1≡〕INER　IN　DER

ERSTEN附LDORFSCHULE；Stuttgart，1979，S．250
44RudolfSteiner＝Konferenzen　mit　den　Lehrem　der　Freien　Wa1dorfschu1e　in

Stuttgaれ，E蝸ter　Band；Dornach，1975，S－170

45Rudo1fSteiner：Kon胎renzen　mit　den　Lehrem　der　Freien　Wa1dorfschule　in

Stuttga正t，Zweiter　Band；Dornach，1975，S．171－172

46Steiner＝K㎝ferenzen　mit　den　Lehrem　der　Freien　Wa1dorfschu1e　in　Stuttgart，

Erster　Band；S．42，S．56

47Steineエ：Konfeエenzen　mit　denLehrem　de■FreienWa1dorfschu1e　in　S七uttgart，

Zweiter　Band；S．44

4君それぞれの講演の題目は以下の通りである。Dr　W．J．Stein：r人間の全体的発

達におけるゲーテの意味」，r認識論の有機的学問との関連」。Emst　Ueh1i：r三層

化による社会有機体」，r系統学的発達の問題としてのエジプトのスフィンクス」。

Dr　Herbert　Hahn：「言語史の側面における意識の変化」。　Dr　H．vonBaravane

は，刊行されたばかりの自らの学位論文を基に，数学的・物理学的概念と空間形式

に関する研究の成果を発表した。教員会議においてシュタイナーは彼の学位論文を

非常に高く評価していた。DL　v・Heydeb醐ndは，ヴァルドルフ・アストリア学校

における自らの治癒教育実践について講演した。DL　Eugen　Ko1i昌koは，生物学的・

化学的諸問題と「人智学による自由な精神生活」に関する2つの発表を行なった。

Steiner：Konferenz㎝mit　den　Lehrern　der　Freien　Waldorfschu1e　in　Stuttgart，

ZweiterBand；S．43’および，Husemannu．Tautzhr昌g．：D瓦RLEHRERK冊ISUM

RUDOLFSTEINER；S．245－247参照。
4蓼 癆N7月にジュトゥットガルトおよびヴァンネ・アイケルで開催される。ジュ

トゥットガルトの大会は，父母やヴァルドルフ学校以外の教師，学生などを主な対

象としている。

50Rudo1fSteiner　in　der　Wa1dor｛昌。hule；DomacWSohweiz，1989；S．205


